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表
－

５
　

効
果

の
発

現
状

況
＞

（
１
）
地
域
資
源
の
保
全
管
理

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ＋
ｂ

遊
休

農
地

の
発

生
や

面
積

拡
大

を
抑

制
83

15
2

0
98

病
害

虫
の

発
生

や
ゴ

ミ
の

不
法

投
棄

等
の

抑
制

に
よ

り
、

営
農

へ
の

支
障

が
低

減
49

47
3

1
96

農
用

地
で

の
鳥

獣
被

害
が

抑
制

32
52

12
4

84

農
業

者
の

保
全

管
理

作
業

に
係

る
負

担
の

軽
減

に
よ

り
、

適
切

な
保

全
管

理
が

可
能

42
54

3
1

96

農
業

用
施

設
の

機
能

が
維

持
さ

れ
、

適
切

に
保

全
管

理
63

36
1

0
99

異
常

気
象

等
に

よ
る

被
害

の
拡

大
等

の
抑

え
、

災
害

が
発

生
し

た
場

合
で

も
迅

速
な

対
応

が
可

能
44

49
6

1
93

農
業

者
に

よ
る

農
業

用
施

設
の

保
全

管
理

作
業

に
係

る
負

担
が

軽
減

38
54

7
1

92

地
域

を
ま

と
め

、
行

動
を

起
こ

す
リ

ー
ダ

ー
や

役
員

が
育

成
22

59
16

3
81

集
落

間
や

集
落

内
で

協
力

し
て

行
う

取
組

や
非

農
業

者
が

参
画

す
る

取
組

が
増

加
す

る
等

、
地

域
資

源
の

保
全

管
理

の
た

め
の

体
制

が
強

化
37

48
13

2
85

総
　

合
　

評
　

価
39

60
1

0
99

効
　

果
　

項
　

目

①②③

（調
査

対
象

：１
４

９
市

町
村

）

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
効

果
等

調
査

に
よ

り
作

成

11
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（
３
）
農
業
用
施
設
の
機
能
増
進

（
単

位
：％

）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ
＋

ｂ

7
5

2
5

0
0

1
0
0

6
7

2
5

8
0

9
2

4
2

5
8

0
0

1
0
0

5
8

4
2

0
0

1
0
0

6
7

3
3

0
0

1
0
0

効
　

果
　

項
　

目

施
設

の
長

寿
命

化
の

活
動

に
よ

り
、

農
業

用
排

水
路

等
の

機
能

が
増

進

長
寿

命
化

の
活

動
に

対
す

る
関

心
や

理
解

、
協

力
意

識
が

向
上

農
業

用
施

設
の

補
修

技
術

や
知

識
が

向
上

農
業

者
に

よ
る

農
業

用
施

設
の

日
常

の
維

持
管

理
に

係
る

負
担

が
軽

減

総
　

合
　

評
　

価

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
効

果
等

調
査

に
よ

り
作

成

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
効

果
等

調
査

に
よ

り
作

成

（
２
）
農
村
環
境
の
保
全
・
向
上

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ
＋

ｂ

66
3
1

3
0

97

31
5
5

1
0

4
86

16
4
5

3
0

9
61

50
4
4

6
0

94

40
5
5

5
0

95

効
　

果
　

項
　

目

総
　

合
　

評
　

価

地
域

の
景

観
が

保
全

・向
上

地
域

の
生

態
系

や
水

質
が

保
全

・向
上

伝
統

的
な

農
業

技
術

や
農

業
に

由
来

す
る

行
事

、
伝

統
文

化
の

継
承

・復
活

活
動

に
対

す
る

関
心

や
理

解
、

協
力

意
識

が
向

上
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（
４
）
農
村
地
域
の
活
性
化

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ＋
ｂ

40
56

3
1

96

21
60

16
3

81

26
68

5
1

94

地
域

ぐ
る

み
の

関
わ

り
が

増
え

て
地

域
活

性
が

高
ま

り
、地

域
コ

ミュ
ニ

テ
ィの

維
持

・強
化

集
落

の
枠

を
超

え
た

話
し

合
い

や
活

動
等

が
増

え
、集

落
間

の
交

流
が

活
性

化

総
　合

　評
　価

効
　果

　項
　目



（５） 農村の地域コミュニティの維持・強化を通じた波及効果

○　本交付金の取組が地域コミュニティに与えた影響について、市町村へ聞き取り調査したところ、本交付金の活動のきっかけとして、「子供が参
　加する地域活動」や「地域の行事やイベント」が「活発になった」又は「今後活発になる見込みがある」と回答した市町村は、それぞれ４０％、４３％
　であった。
○　また、本交付金により対象組織の約７割が地域コミュニティが活発化したと回答した。

22

本交付金をきっかけとして活発になった取組 本交付金により地域コミュニティの活性化

資料：平成28年度市町村実態調査より作成 資料：平成30年度活動実態調査より作成

（調査対象：１４７市町村） （調査対象：９組織）



（
６
）
構
造
改
革
の
後
押
し
等
地
域
農
業
へ
の
貢
献

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ
＋

ｂ

32
43

17
8

75

20
54

20
6

74

4
29

25
42

33

21
41

20
18

62

14
57

22
7

71

担
い

手
農

家
等

へ
の

農
地

集
積

に
向

け
た

取
組

が
推

進

農
業

の
担

い
手

の
育

成
が

推
進

取
組

が
契

機
と

な
り

、
新

た
な

生
産

品
目

の
導

入
、

経
営

の
複

合
化

、
６

次
産

業
化

等
の

取
組

が
推

進

効
　

果
　

項
　

目

大
区

画
化

等
の

生
産

基
盤

整
備

に
対

す
る

意
識

の
向

上

総
　

合
　

評
　

価

23



（
７
）
北
海
道
独
自
の
取
組

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ＋
ｂ

42
42

15
1

84

52
34

9
5

86

47
43

7
3

90

19
41

33
7

60

44
40

10
6

84

44
44

9
3

88

25
58

7
10

83

53
38

8
1

91

30
40

20
10

70

42
32

11
15

74

37
40

17
6

77

32
57

10
1

89

た
め

池
の

堤
体

や
取

水
施

設
等

の
定

期
的

な
見

回
り

、
配

水
操

作
に

よ
り

、
施

設
の

機
能

低
下

を
未

然
に

防
止

で
き

る
又

は

施
設

を
適

正
に

管
理

積
雪

被
害

防
止

の
た

め
の

水
路

の
雪

割
り

や
雪

解
け

時
期

の
農

地
全

面
へ

の
融

雪
材

の
散

布
に

よ
り

、
施

設
の

被
害

を
未

然
に

防
止

急
激

な
融

雪
被

害
防

止
の

た
め

の
農

道
（集

乳
道

）の
除

排
雪

に
よ

り
、

施
設

の
被

害
を

未
然

に
防

止

ほ
場

内
浮

遊
物

質
の

除
去

に
よ

り
、

水
田

か
ら

の
濁

水
流

出
防

止
が

図
ら

れ
、

水
質

保
全

に
向

け
た

取
組

効
果

が
高

ま
る

有
機

質
資

材
の

散
布

に
よ

り
、

風
塵

が
軽

減
さ

れ
、

生
活

環
境

保
全

に
向

け
た

取
組

効
果

が
高

ま
る

肥
培

か
ん

が
い

施
設

（共
同

管
理

に
限

る
）の

適
正

管
理

に
よ

り
、

農
業

生
産

等
へ

の
支

障
が

生
じ

ず
、

生
活

環
境

が
保

全

地
域

の
特

性
や

課
題

に
応

じ
特

に
促

進
が

必
要

な
活

動
に

よ
り

、
生

態
系

や
環

境
保

全
の

た
め

、
農

用
地

か
ら

の
土

砂
流

出
を

抑
制

総
　

合
　

評
　

価

効
　

果
　

項
　

目

隔
障

物
（電

牧
）の

補
修

等
に

よ
り

、
遊

休
農

地
の

発
生

や
農

用
地

へ
の

鳥
獣

被
害

が
抑

制

農
地

全
面

へ
の

融
雪

材
の

散
布

に
よ

り
、

農
地

の
形

状
が

確
保

さ
れ

、
農

用
地

が
保

全

融
雪

排
水

（表
面

排
水

や
地

下
浸

透
）促

進
の

た
め

の
溝

切
り

や
心

土
破

砕
に

よ
り

、
法

面
等

の
浸

食
が

抑
制

さ
れ

、
農

地

の
形

状
が

確
保

有
機

質
処

理
施

設
の

適
正

管
理

に
よ

り
、

地
域

の
景

観
形

成
に

繋
が

り
、

施
設

の
機

能
低

下
を

未
然

に
防

止



（
９
）
自
然
災
害
の
防
災
・
減
災
・
復
旧

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ
＋

ｂ

30
58

12
88

28
57

13
2

85

29
59

11
1

88

漏
水

事
故

・溢
水

被
害

・通
行

障
害

等
の

未
然

防
止

の
効

果

洪
水

防
止

・軽
減

の
効

果

総
　

合
　

評
　

価

効
　

果
　

項
　

目

・
 制

度
見

直
し

に
向

け
た

調
査

（調
査

対
象

：１
４

９
市

町
村

）
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図

表
－

６
　

制
度

に
対

す
る

提
案

等
＞


